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研究成果の概要（和文）：本研究は「勇気づけ」の工学的方法の開発を目指した。「勇気づけ」の心理行動プロ
セスを解明するため，心理学の質的分析方法であるM-GTAによって「勇気づけ」プロセスの構造と因果モデルの
導出を試みた。結果「勇気づけ」はネガティブ／ニュートラル／ポジティブの各心理状態の移行時に機能してい
ることが判明した。さらに「勇気づけ」は「勇気づけ主体」と「勇気づけ方法」の二要因によってマトリクス状
に構造化された。次に「勇気づけ」メッセージングによる達成困難な課題への対処方法の変容可能性に関して生
理心理学実験によって検証した。結果「勇気づけ」メッセージは行動と共にストレス対処方法の変容を促すこと
が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to develop the engineering methodology of '
encouragement.' First, Interviews were conducted with college students to survey on 'encouragement' 
based on the qualitative study. The process of 'encouragement' was generated by using Modified 
Grounded Theory Approach (M-GTA). Two processes, which were 'revival' process and 'forward-going' 
process,  and factors, which had two-dimentional structure of 'subject' and 'cause' of '
encouragement, were revealed. 'Subject' consisted of 'oneself' and 'other person', and  'cause' had
 'direct,' 'indirect' and 'environmental.' Secondly, 'encouraging' messages were created from the '
encouragement' keywords obtained through the interview on qualitative analysis. Physiological and 
Psychological effects were evaluated with presenting 'encouraging' messages to subjects. As a 
result, the messages modified behaviors and stress-coping response on complicated task.

研究分野： 生体計測工学，生体情報工学，感性工学

キーワード： 勇気づけ　質的研究　メッセージング　血行動態　自律神経系　行動変容　M-GTA
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１．研究開始当初の背景 
ワーキングプアやネットカフェ難民など，

現代の若者に関する社会問題の共通項とし
て，若者の自己充実指向が示唆されている 
(古市，絶望の国の幸福な若者たち，2011)。
自己充実指向とは，短絡的・逸楽的行動や経
済合理的行動に特化し，リスクや他者との関
係等を避ける傾向を指す。現代は超業績主義
社会となり，意欲・対人関係能力・創造性な
ど高度な全人的能力が要求されるにも関わ
らず，それらの能力を形成する方策は未だ不
明確である(本田，軋む社会，2011)。よって，
ひとたび社会参加に挫折した若者は「勇気」
を失い，自己否定の末に自己充実指向に傾き，
自己欺瞞と偽りの幸福感に囚われてしまう。
現在，この対策としてなされている様々な社
会福祉政策は受動的であり，彼らの自発的行
動のトリガーとなっていない。個人的視座に
立った時，トリガーとなる心理要因は勇気で
あると考える。勇気とは，リスクを引き受け，
他者との協力関係を構築できる能力のこと
である。彼らを勇気づけ，自ら現実社会に立
ち向かう勇気を喚起する必要がある。 

 
２．研究の目的 
勇気づけは，教育／医療現場での臨床心理

学的実践として，あるいは，応援のための声
掛けなど日常的にも親しまれているが，一般
的な方法論としては確立されていない。そこ
で本研究は，勇気づけを以って彼らに直接的
に働きかけ，具備する能力／才能を発揮する
勇気を回復し，自律的に自己充実指向から脱
却させる勇気づけメソッドの開発を目的と
して，「勇気づけ」の生理的・心理的メカニ
ズムの解明と，それを応用した手法の効果と
効果的な適用方法を明らかにすることを目
的とした。 

 
３．研究の方法 

感性の工学的応用計測，感情の生理心理学
的研究，および視聴覚メディアに対する感性
のモデリングなど，感情／感性の実践的な計
測技法と定量的な評価・応用技術を用い，未
だ体系化されていない勇気づけの方略を，生
体計測工学的応用技術，生理心理学的理論，
および感性情報学的モデリング技法によっ
て構築することに挑戦した。具体的には以下
の(1)〜(3)の方法による。 
 

(1)「勇気づけ」の質的分析 
まず，「勇気づけ」の心理学的な構造と「勇

気づけ」のプロセスの解明を目指して心理学
の質的分析の一つである修正版グラウンデ
ッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）によ
って「勇気づけ」のプロセスを構造化し，因
果モデルを構築した。 
 

(2)実生活における「勇気づけ」の実態調査 
次に，実生活の中で行われている「勇気づ

け」の実態の定量的分析を行った。特に，「勇

気づけ」の質的因果モデルで明らかになった
自己充実指向者に対して求められる「自己直
接勇気づけ」の実例として，SNS の一つとし
て一般的な Twitter における発言である「ツ
イート」を用いた。特に，社会的に成功し，
「自己直接勇気づけ」が有効に機能している
と考えられる有名プロスポーツ選手の「ツイ
ート」に対して自然言語処理による分析を行
い，「勇気づけ」の定量的評価を行った。 
 

(3)「勇気づけ」メッセージの生理心理的影
響の評価 
さらに，「勇気づけ」の因果モデルに基づ

いて，「勇気づけ」の生理心理的効果を定量
的に明らかにするための実験的検討を実施
した。最初に，複数の被験者を対象として直
接的に様々な音声言語メッセージングを行
い，当該メッセージに対する「勇気づけ」効
果に関する心理的評価を行った。心理評価の
結果から「勇気づけ」に効果的なキーワード
を含む言語的メッセージと見なされる「勇気
づけ」メッセージを抽出した。続いて，「勇
気づけ」メッセージが「勇気づけ」のアウト
プットである行動に及ぼす影響を実験的に
評価した。実験では，被験者に達成が困難な
アナグラム課題を課し，課題遂行中に提示し
た「勇気づけ」メッセージが行動と生理心理
状態に及ぼす影響を評価した。 
 

４．研究成果 
上記の方法に従って研究を実施した結果

として，以下の研究成果を得た。 
(1) 「勇気づけ」の質的因果モデルの解明 
「勇気づけ」の心理学的な構造の質的分析

を行った。20代の大学生 9名に対して，過去
に「勇気づけ」を受けた経験を話してもらう
インタビュー調査を実施した。そして，得ら
れたインタビューの回答に対して心理学の
質的分析法の一つである修正版グラウンデ
ッド・セオリー・アプローチ（Modified 
Grounded Theory Approach, M-GTA）を用い
た分析を行った。結果，「勇気づけ」は心理
的にネガティブな状態からニュートラルな
状態に移るプロセスとニュートラルな状態
からポジティブな状態に移るプロセスとし
て機能することが明らかとなった(図 1)。 
 

図 1：「勇気づけ」のプロセス 



また，「勇気づけ」は二要因によって構造
化されていることが見出された(表 1)。すな
わち，第一要因は「勇気づけ主体」であり，
「自己」と「他者」の二つ，第二要因は「勇
気づけ方法」であり，「直接的」，「間接的」
及び「環境的」の三つから成り立つことが明
らかとなった。 
 
表 1：「勇気づけ」の生起要因とその例 
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(2)「自己-直接勇気づけ」の実態 
「自己-直接勇気づけ」は，自分自身で直

接行う「勇気づけ」である。特に，プロスポ
ーツ選手は環境の変化や困難な状況に際し
ても自分自身で目標を設定して行動するこ
とが求められるため，日常的に「自己-直接
勇気づけ」が有効に機能している可能性が高
いと考えられる。そこで，本研究では Twitter
社の Twitter API を用いて特定の社会的に成
功しているスポーツ選手のTwitterアカウン
トを対象にツイートの分析を行った。具体的
には，MeCab および IPA 辞書を用いてツイー
トの形態素解析を行い，ツイート内容を形態
素毎に分類した後，「勇気づけ」の質的分析
によって得られた「勇気づけ」プロセスに関
連するキーワードを含むツイートを「勇気づ
けツイート」として抽出した。使用したキー
ワードは，「楽しい」「元気」「良い」「頑張る」
「勇気」「上手い」「突破」「やり遂げる」「達
成」「ご褒美」「遊ぶ」「楽しい」「幸せ」「励
ます」「勝つ」「前向き」「自信」「積極的」で
ある。 

30 日毎のツイート数について，総ツイート
数と「勇気づけツイート」数の別に比較する
と，通常ツイート数に対する「勇気づけツイ
ート」の含有率において，弱い負の相関が確
認され，ツイート頻度が減少するほど「勇気
づけツイート」の含有率が高くなる傾向が明
らかとなった(図 2)。当該プロスポーツ選手
に関するイベントの調査を実施したところ，
通常ツイートが減少して「勇気づけツイー
ト」が比較的増加した時期は，怪我や環境変
化などによって困難が多い時期であったこ
とが判明した。すなわち，当該プロスポーツ
選手は「勇気づけ」が必要な状況において，
「自己-直接勇気づけ」として「勇気づけツ
イート」を機能させようとしていた可能性が
明らかとなった。 
 
 

図 2:勇気づけツイート含有率の増加 
 

(3)効果的な「勇気づけメッセージング」 
主体が他者である「勇気づけ」に効果的な

メッセージングを検討するため，質的調査で
得られた「勇気づけキーワード」より「勇気
づけ」メッセージングに効果的だと考えられ
る 5種類のワード「頑張る，自信，勇気，楽
しい，幸せ」が含まれるメッセージを各 10
フレーズ，合計 50 種類作成し被験者に提示
し，心理アンケートを用いて心理面に及ぼす
影響を評価した。結果，「自信」のワードを
含むメッセージは勇気を喚起し，自信を高め，
ストレスを抑える効果があることが明らか
となった。 
さらに，これら「勇気づけ」メッセージが

達成困難な課題の遂行中に及ぼす生理心理
的影響を実験的に評価した。現実に「勇気づ
け」が必要となるような困難な状況と同様に，
試行錯誤によって状況改善に向けた方略を
模索するプロセスを模擬する必要があるた
め，達成困難な課題としてアナグラム課題を
採用した。また，アナグラム課題の取り組み
時間は課題努力の指標として用いることが
できる。本研究では，解決不可能問題 3問を
含む5文字を並び替えるアナグラム課題全12
問を課した時の生理・心理・行動計測を実施
した。行動評価として，アナグラム課題上の
解決不可能問題の 2問目と 3問目の解答時間
の合計時間（TP）を用いた。心理評価として，
日本語版 PANAS を用いた。PANAS は，ポジテ
ィブ/ネガティブ感情の心理状態を評価する
指標である。生理指標として，心拍変動高周
波成分(HF)，鼻部皮膚温(NST)，平均血圧
(MBP)，心拍数(HR)，心拍出量(CO)，一回拍
出量(SV)，総末梢血管抵抗(TPR)を用いた。 
勇気づけメッセージングの有無に関して

解決不可能問題の遂行時間(TP)を比較した
ところ，メッセージングには TP の有意な延
長を伴う行動変容を促す効果があることが
明らかとなった(図 3)。 

図 3：課題遂行時間の延長 
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また，課題前後の PANAS 因子におけるポジ
ティブ/ネガティブ感情の変化量を算出し，
メッセ－ジがない時をベースラインとして
ポジティブ/ネガティブ感情の変化量を求め
た結果，ポジティブ感情が増加し，ネガティ
ブ感情が低下する傾向が見られた。ただし，
統計的な差は認められなかった(図 4)。 

 
図 4：ポジ／ネガ感情の変動 

 
続いて，メッセージあり時の実験中の各被

験者がメッセージを初めて聞いたときの前
後 10 秒の MBP の平均値と分散の変化量を示
す(図 5)。MBP の増加は精神的負担の大きさ
を表す指標であり，分散の大きさは変動の大
きさを表す。よって，「勇気づけ」メッセー
ジが被験者毎に及ぼす生理的影響を分類で
きることを明らかにした。 
 

図 5：メッセージによる血圧変動 
 
本研究は，「勇気づけ」の工学的方法論の

獲得を目的とし，まず，「勇気づけ」の心理
学的な構造を明らかにし，質的因果モデルを
構築した。次に，質的因果モデルに基づく「勇
気づけ」メッセージが生理心理状態に及ぼす
影響を評価した。結果，達成困難な課題中の
「勇気づけ」メッセージは行動変容を引き起
こし，生理的応答に及ぼす影響を分類できる
ことを明らかにした。 
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